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	令和８年５月16日発行
	五月山 卯の花月夜 ほととぎす 聞けども飽かず また鳴かぬかも
	　この歌は万葉集 巻十 第一九五三番歌で作者は不詳です。「五月の山、卯の花が照らされる月夜に鳴くほととぎすの声は、いくら聞いても聞き飽きることがなく、もう一度鳴かないだろうか」という意味です。 　この一首には、初夏の季節感を表す言葉がたくさん詰まっています。上の句で「五月山」「卯の花月夜」「ほととぎす」とリズムよく重ねられ、当時人口に膾炙した歌、流行歌だったのではないだろうかと想像してしまいます。シンプルな言葉を重ねているだけなのに、初夏の光と音と空気の透き通った感じが、この歌の魅力ではないでしょうか。 　学校周辺もこの歌にぴったりの、気持ちの良い初夏を迎えています。 　さて、早いもので、新学期が始まり１ヶ月余が経過しました。 　１年生もそろそろ学校に慣れ、いろいろなことが自分たちでできるようになってきまし また、２年生以上の児童たちも、新しいクラスに慣れ、落ち着いて学校生活が送れるようになってきました。中でも６年生は清掃の時間に１年生の面倒を見たり、委員会やクラブなどで中心となって活動したりと、カレッジ小学部の最上級生としての自覚と誇りが出てきたように感じます。児童たちが毎日元気に学校へ来て、張り切って生活してくれることは私たち教員にとって何より嬉しいことです。 　しかし、５月は、「五月病」という言葉もあるように、新学期当初の張り切っていた気持ちと緊張の糸が切れて、何となくやる気が失せてだらだらしてしまうという状態に陥りやすい時期でもあります。 　安穏と暮らしているように見えても、児童たちの世界も大人同様決して気楽なものではないようでしょうし、いろいろとストレスを感じることもあるのではないでしょうか。 　児童たちのいろいろな変化については、私たち教員もしっかりと見守っているつもりですが、それでもやはり、いつもそばにおられる家族の皆さんには到底及ばないと思っていま 児童にとって、家庭・家族は、何よりも大きく、安心できる存在だと思います。お子様の様子や言動などがいつもと違うと直感的に感じられるのも、いちばん身近におられる家族の皆さんではないでしょうか。 　何かお子様の言動や様子の変化に気づかれたら、まずは黙って話を聞いてやってくださ そして「あなたのことをかけがえのない大切な存在だと思っているよ。」というメッセージを伝えてやってください。メッセージとは言葉だけではありません。たとえば、黙って抱きしめてやることも親の思いを伝える重要なメッセージになると思います。「自分は一人ではない。常に家族に大切に思われている」という実感が児童たちの大きな安心感につながるはずです。 　お子様について何か気になることがあったら、学校にもそのことをお知らせいただけると幸いです。私たちも常に児童に寄り添い、児童を見守りたいと思っています。そして、私たちも児童に「君は私たちにとって、かけがえのない大切な存在ですよ」とメッセージを伝え続けようと思っています。 　児童に関わる大人みんながメッセージを送り続けることで児童の心は落ち着き、安定すると思います。家庭はもちろんですが、学校も、児童にとって安心できる場所でありたいと願っています。児童にとって安心できる環境は、きっと児童の健全育成に寄与すると同時に豊かな心を育む礎になると信じています。
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	学年目標
	今年度の各学年の学年目標が決定しました。それぞれの目標に向かって1年間頑張ります。
	１年生
	いち、にの　さん
	１・自分のことは自分で ２・仲間に目を向ける ３・協力する
	２年生

	チャレンジ×協力＝∞
	「やってみたい」という気持ちを大切に　　　　　　　　　
	みんなで助け合って　　　　　　　
	なりたい自分に成長しよう　　　　　　　　　
	３年生
	３shine
	～共感・勇気・笑顔で最高の１年を～
	４年生
	自分のよさで  がんばって 友だちのよさで  強くなる
	５年生
	人に優しく　自分に厳しく
	人に優しく、思いやりを持って言葉と行動を大切にする 易きに流されず、自らを律し、自己向上に努める

	６年生
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	小さな挑戦を積み重ね、　　　　　　　　　　 　　　みんなで成長する最高学年


	　防火避難訓練を実施しました。子どもたちは「おはしも」の約束を意識し、速やかに避難することができました。訓練を通して、非常時の行動について改めて確認する良い機会となりました。
	　１年生と６年生、２年生と５年生、３年生と４年生が一緒に春の遠足に出かけました。子どもたちにとって笑顔あふれる楽しい一日となりました。
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